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【注意】
このパワーポイントスライドは、本講義の受講者専⽤です。

許可無く、複製・公開すること、あるいは知り合いや友⼈へ転送
することは禁じます。個⼈の学習のみに使⽤して下さい。

違反しますと、作品の所有者、写真の撮影者、写真の出版元等の
権利者とトラブルになる可能性があります。

トラブルを避け、⾃分の⾝を守るという観点から、制限にご協⼒
下さい。



はじめに
今回は、「⽟⾍厨⼦」の須弥座に描かれた絵画の残りの部分、お
よび新しい単元として、法隆寺⾦堂の壁画について、学びます。



①⽟⾍厨⼦の絵画（続き）
（１）須弥座 背⾯

須弥⼭図

図様は、海中から、茸状に
傘を開いた須弥⼭が伸び、
⼭頂に帝釈天の忉利天宮が
ある。
※図柄の細部は、次⾴以降を確認して
下さい。

六⼤寺⼤観 法隆寺５建築・⼯芸・絵画（岩波書店）奈良六⼤寺⼤観刊⾏会、2001



①⽟⾍厨⼦の絵画（続き）
【図様の詳細（下から）】
１．海中に海⿓王の館

六⼤寺⼤観 法隆寺５建築・⼯芸・絵画（岩波書店）奈良六⼤寺⼤観刊⾏会、2001



①⽟⾍厨⼦の絵画（続き）
２．須弥⼭の麓部分

双⿓が巻き付いている

六⼤寺⼤観 法隆寺５建築・⼯芸・絵画（岩波書店）奈良六⼤寺⼤観刊⾏会、2001



①⽟⾍厨⼦の絵画（続き）
３．須弥⼭の中腹

⼭の主軸からC字形に岩が伸び
て、楼閣が建つ。
上下左右で四棟あり、須弥⼭中
腹にあるという「四天王宮」と
⾒られる。

六⼤寺⼤観 法隆寺５建築・⼯芸・絵画（岩波書店）奈良六⼤寺⼤観刊⾏会、2001



①⽟⾍厨⼦の絵画（続き）

４．須弥⼭の⼭頂は、帝釈天の
住所である忉利天(とうりてん）
であり、忉利天宮が⾒える。

宮殿の左右の虚空には、鳳
凰に乗った仙⼈が描かれて
いる。

六⼤寺⼤観 法隆寺５建築・⼯芸・絵画（岩波書店）奈良六⼤寺⼤観刊⾏会、2001



①⽟⾍厨⼦の絵画（続き）
５．仙⼈の斜め下には、⽇象
（三本脚の烏）と⽉象（蟾
蜍＝カエル）が配置される

六⼤寺⼤観 法隆寺５建築・⼯芸・絵画（岩波書店）
奈良六⼤寺⼤観刊⾏会、2001



①⽟⾍厨⼦の絵画（続き）
須弥座 背⾯は、「須弥座」と
しての意義から、古代インドの
世界観である須弥⼭図を描いて
いると考えられる。

そこに、海中にある海⿓王の宮
殿を組み合わせている。

六⼤寺⼤観 法隆寺５建築・⼯芸・絵画（岩波書店）
奈良六⼤寺⼤観刊⾏会、2001



①⽟⾍厨⼦の絵画（続き）
海中の海⿓王の宮殿には、如来と菩薩がおり、宮殿の左右に迦楼羅
⿃が⾒られる。
このことから、⿓王の⼦を⾷べる迦楼羅⿃に説法をして帰依させた
という『海⿓王経』「請仏品」の経意の表現とされる。

迦楼羅⿃ 迦楼羅⿃六⼤寺⼤観 法隆寺５建築・⼯芸・絵画（岩波書店）
奈良六⼤寺⼤観刊⾏会、2001



①⽟⾍厨⼦の絵画（続き）
⽟⾍厨⼦の背⾯は、須弥座と宮殿部を通
して⾒ると、悟りの成就に向けて上昇し
てゆく階梯を視覚的に表しているともさ
れる（⽯⽥尚豊説）。

・須弥座下部の海⿓王の宮殿が、発⼼により釈迦に帰依した段階
・須弥⼭は、四天王や最上層の帝釈天が住む天部の段階
・宮殿部の霊鷲⼭の下⽅は、初⼼の菩薩の段階
・霊鷲⼭の頂上には、悟りを得た如来の宝塔がある悟りの段階

という形で、修⾏の段階に応じて階梯を上っていく形で、須弥座
と宮殿部が連接的に描かれているとされる。

発⼼

天部

初⼼の菩薩

如来

六⼤寺⼤観 法隆寺５建築・⼯芸・絵画（岩波書店）奈良六⼤寺⼤観刊⾏会、2001



【以上で、⽟⾍厨⼦の絵画に関する説明は終わりです。】
【次に、⽟⾍厨⼦の建築としての側⾯に簡単に触れておきます。】



①⽟⾍厨⼦の絵画（続き）
（２）建築として⽟⾍厨⼦

⽟⾍厨⼦は、建築の史料としても重
視されている。

現存最古の⽊造建築物は、法隆寺の
⾦堂であるが、必ずしも⾶⿃時代の
建築様式を⽰すとは⾔えない。
その完成は690年代と推定される。

六⼤寺⼤観 法隆寺５建築・⼯芸・絵画（岩波書店）
奈良六⼤寺⼤観刊⾏会、2001



①⽟⾍厨⼦の絵画（続き）
法隆寺⾦堂以前の建築の事例と
しては、⼭⽥寺の⾦堂がある。
※⼭⽥寺は、天武⼗四年（685）完成。

これらの実在の建築よりも古い
平⾯を⽰すのが、「⽟⾍厨⼦」
の宮殿である。

⼭⽥寺の遺構

⽇本美術全集2 法隆寺と奈良の寺院（⼩学館）⻑岡龍作、2012または
⽇本美術全集3 東⼤寺・正倉院と興福寺（⼩学館）監／浅井和春、2013



①⽟⾍厨⼦の絵画（続き）
１．⽟⾍厨⼦の屋根組（右図の上）は、中央の⼀
点から放射状に広がる形であり、突き詰
めれば、円形の建物の構造を、⻑⽅形の
平⾯に応⽤したものとも考えられる。

２．⼭⽥寺の⾦堂（右図中）では、放射状に伸び
る組物と⽔平垂直の組物が混在している。

３．法隆寺の⾦堂（右図下）では、隅の組物を除
いて、放射状の部材は消える。

という展開を辿る。

⽇本の国宝（合冊版）４または５（朝⽇新聞出版）朝⽇新聞社、1999



①⽟⾍厨⼦の絵画（続き）
上記のような展開を、遡⾏すると、寺院の⾦堂
は、元々円形をベースに設計されていた可能性
が浮かび上がる。

しかし、中国・朝鮮半島でもそのような円形の
古い遺構は存在していないので、上記は仮説に
留まる。

⽇本の国宝（合冊版）４または５（朝⽇新聞出版）朝⽇新聞社、1999



①⽟⾍厨⼦の絵画（続き）
⻄洋美術史の吉川逸治⽒は、寺院の⾦堂と⻄
洋建築の円形ドームが起源を同じくする可能
性を提唱される。

吉川説では、円形こそが天空の形を写し取る
のに相応しく、堂内を聖なる宇宙として表象
するために、洋の東⻄で共通して円形の天蓋
が求められた、とされる。

（吉川逸治「仏教建築における⾦堂形式の成
⽴」）

フィレンツェ
サンタ・マリア・デル・フィオーレ⼤聖堂

図版削除



【以上で、「⽟⾍厨⼦」の単元は終了します。】
【次に、再建後の法隆寺の絵画作品を代表する法隆寺⾦堂壁画に
ついて話を進めます。】

※ちなみに、「⽟⾍厨⼦」は、⽕災前・再建前の法隆寺を代表する絵画作
品になります。



②法隆寺⾦堂壁画の基礎
（１）法隆寺⾦堂の成⽴
第1回講義で⾒たように、法隆
寺⾦堂は、670年の⽕災後に再
建されたものである。

再建年代は、史料から690年代
初頭と考えられる。

⽇本美術全集2 法隆寺と奈良の寺院（⼩学館）⻑岡龍作、2012



②法隆寺⾦堂壁画の基礎
法隆寺⾦堂壁画は、昭和24年
（1949）の⽕災で焼失した。

現在は、消失前の写真や模写資
料によって復元的に考察されて
いる。

朝⽇百科・⽇本の国宝11テーマ編（朝⽇新聞社）
週刊百科編集部・朝⽇新聞社、1999



②法隆寺⾦堂壁画の基礎
（２）壁画の名称について
１．壁画は、12⾯ある。
２．⼤壁と⼩壁の2種類がある。
３．現在、東側の⼤壁から順に、
時計回りで1号壁〜12号壁
まで番号が振られている。

※壁⾯の位置と名称を確認して
下さい。

新編 名宝⽇本の美術１ 法隆寺（⼩学館）⼤⻄修也、1990



②法隆寺⾦堂壁画の基礎
４．⼤壁が４⾯、⼩壁が8⾯で
ある。

５．⼩壁は四つの⾓をはさむよ
うに⽴つ（⾚の部分）

（緑が⼤壁）。

新編 名宝⽇本の美術１ 法隆寺（⼩学館）⼤⻄修也、1990



今回の講義はここまでです。
⾦堂壁画の配置を確認したところで、各画⾯の詳細については次
回検討します。


